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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第75期

第２四半期連結
累計期間

第76期
第２四半期連結

累計期間
第75期

会計期間

自　平成24年
　　４月１日
至　平成24年
　　９月30日

自　平成25年
　　４月１日
至　平成25年
　　９月30日

自　平成24年
　　４月１日
至　平成25年
　　３月31日

売上高 (千円) 6,288,683 6,373,626 12,753,597

経常利益 (千円) 484,838 612,887 908,907

四半期(当期)純利益 (千円) 340,553 435,099 614,421

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 318,786 598,504 875,614

純資産額 (千円) 16,684,647 17,688,631 17,240,957

総資産額 (千円) 22,116,719 23,185,744 22,960,600

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 34.21 43.71 61.72

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 72.0 73.0 71.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,054,958 854,656 1,779,875

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,615,429 △384,496 △3,059,744

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △173,670 △182,264 △197,419

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,868,214 2,412,963 2,125,068

 

回次
第75期

第２四半期連結
会計期間

第76期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自 平成24年
　　７月１日
至 平成24年
　　９月30日

自 平成25年
　　７月１日
至 平成25年
　　９月30日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 15.48 23.75

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要な変更

はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又

は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日～平成25年９月30日)におけるわが国経済は、政府による経済

対策や日銀による金融緩和により円安・株高が進行し、企業業績は改善傾向を示し、景気は回復基調となって

おります。

米国では政府債務問題があるものの緩やかな成長を維持しており、欧州も景気に下げ止まりが見られており

ます。また、中国やインドなどアジア諸国でも緩やかな成長を持続しております。

このような状況下、当社グループの業績は、曳船事業では売上高は前年同期に比べほぼ横ばいとなりまし

た。旅客船事業及び売店・食堂事業は、景気回復やイベント企画等が好評で増収となり、売上高はグループ全

体で6,373百万円(前年同期比1.4％増)となりました。

利益面では、営業利益は400百万円(前年同期比26.3％増)、経常利益は612百万円(前年同期比26.4％増)、四

半期純利益は435百万円(前年同期比27.8％増)となりました。

 

セグメント別の業績を示すと、次のとおりです。

 

曳船事業

曳船事業は、横浜川崎地区はコンテナ船、自動車専用船の入出港数が減少したもののプロダクトタンカー

が増加しほぼ横ばいとなりました。横須賀地区は、湾口水先艇の作業料金値下げによる影響がありました

が、エスコート作業が高水準を維持したことや海難救助作業が発生したことにより増収となりました。

一方、千葉地区は石油精製各社による設備定期点検があったことでタンカーの入港数が減少し、東京地区

では６月以降コンテナ船の入出港数が減り、両地区とも減収となりました。

この結果、曳船事業セグメントの売上高は前年同期とほぼ同じ4,530百万円となり、燃料費は原油価格の

値上りで増加しましたが、人件費の減少により営業利益は306百万円(前年同期比7.9％増)となりました。
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旅客船事業

旅客船事業は、横浜港における観光船部門では、みなとみらい線と鉄道４社との相互乗入れにより乗船客

が増えたことや顧客ニーズの取込が奏功し増収となりました。

久里浜・金谷間を結ぶカーフェリー部門では、４月は強風による欠航が響きましたが、５月のゴールデン

ウィーク以降は天候に恵まれたことや、各種イベントが好調で増収となりました。

この結果、旅客船事業セグメントの売上高は1,428百万円(前年同期比5.5％増)となり、営業利益は前年同

期に比べ56百万円増加し97百万円となりました。

 

売店・食堂事業

売店・食堂事業は、旗艦店である金谷センターでの団体客利用が低迷しておりますが、カーフェリー船上

での各種イベントや房総施設への商品売上が好調で増収となりました。

この結果、売店・食堂事業セグメントの売上高は414百万円(前年同期比3.2％増)の増収となり回復傾向は

見られたものの固定費を賄いきれず３百万円の営業損失(前年同期は８百万円の営業損失)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ、225百万円増加し23,185百万円となりま

した。これは主に船舶が650百万円、建設仮勘定が239百万円増加し、設備投資により現金及び預金が557百万

円減少したことによるものです。

 

負債は、前連結会計年度末に比べ、222百万円減少し5,497百万円となりました。これは、主に支払手形及び

買掛金が97百万円、未払法人税等が136百万円減少したことによるものです。

 

純資産は、前連結会計年度末に比べ、447百万円増加し17,688百万円となりました。これは主に四半期純利

益が435百万円計上され、剰余金の配当を149百万円実施したことによるものです。

この結果、自己資本比率は前連結会計年度末より1.2％増加し73.0％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末

に比べ287百万円増加して2,412百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比

べ200百万円減少し854百万円の資金増となりました。資金の増加した主な要因は、法人税等の支払額が286百

万円ありましたが、税金等調整前四半期純利益が612百万円計上され、減価償却費が414百万円発生したことに

よるものです。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ資金支出は1,230百万円減少し384

百万円の資金減となりました。資金の減少した主な要因は、定期性預金の払戻しが純額で845百万円増加しま

したが、有形固定資産取得による支出が1,269百万円あったことによるものです。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、前第２四半期連結累計期間に比べ資金支出は８百万円増加し、182

百万円の資金減となりました。資金の減少した主な要因は、長期借入金の返済が20百万円と配当金の支払額が

149百万円発生したことによるものです。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,040,000

計 40,040,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,010,000 10,010,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 10,010,000 10,010,000 ― ―

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年９月30日 ― 10,010 ― 500,500 ― 75,357

 

(6) 【大株主の状況】

平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

齊　藤　昌　哉 横浜市青葉区 1,358 13.57

株式会社商船三井 東京都港区虎ノ門２―１―１ 1,101 11.00

ビービーエイチ フォー
フィデリティ ロープライスド
ストック ファンド
(常任代理人　株式会社　
三菱東京UFJ銀行)

82 DEVONSHIRE ST BOSTON
MASSACHUSETTS 0210936058 2
 
(東京都千代田区丸の内２―７―１)

1,000 9.99

共栄火災海上保険株式会社 東京都港区新橋１―18―６ 500 4.99

京浜急行電鉄株式会社 東京都港区高輪２―20―20 500 4.99

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区丸の内１―３―３ 495 4.94

株式会社横浜銀行 横浜市西区みなとみらい３―１―１ 307 3.06

齊　藤　宏　之 東京都世田谷区 302 3.01

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１―６―６ 300 2.99

東海汽船株式会社 東京都港区海岸１―16―１ 276 2.75

計 ― 6,140 61.35
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式

55,000
―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

9,912,000
9,912 同上

単元未満株式
普通株式

43,000
― 同上

発行済株式総数 10,010,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,912 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式808株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東京汽船㈱

横浜市中区山下町２番地 55,000 ― 55,000 0.55

計 ― 55,000 ― 55,000 0.55

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「海運企業財務諸表準則」(昭和29年運輸省告示第431号)並びに「四半期連結

財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１日から

平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
　【四半期連結損益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

売上高 6,288,683 6,373,626

売上原価 4,923,835 4,943,007

売上総利益 1,364,848 1,430,618

販売費及び一般管理費

販売費 150,718 146,017

一般管理費 896,870 883,844

販売費及び一般管理費合計
※１ 1,047,589 ※１ 1,029,862

営業利益 317,258 400,756

営業外収益

受取利息 5,261 4,103

受取配当金 21,492 31,423

負ののれん償却額 6,877 6,079

持分法による投資利益 119,365 154,894

その他 30,625 29,573

営業外収益合計 183,623 226,074

営業外費用

支払利息 14,049 13,470

その他 1,994 472

営業外費用合計 16,043 13,943

経常利益 484,838 612,887

特別利益

固定資産売却益
※２ 46,202 －

特別利益合計 46,202 －

税金等調整前四半期純利益 531,041 612,887

法人税、住民税及び事業税 196,099 151,334

法人税等調整額 △28,483 6,692

法人税等合計 167,615 158,027

少数株主損益調整前四半期純利益 363,425 454,860

少数株主利益 22,872 19,761

四半期純利益 340,553 435,099
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　【四半期連結包括利益計算書】
　【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 363,425 454,860

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △56,278 44,613

持分法適用会社に対する持分相当額 11,639 99,030

その他の包括利益合計 △44,639 143,644

四半期包括利益 318,786 598,504

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 298,493 578,022

少数株主に係る四半期包括利益 20,293 20,482
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　(2)【四半期連結貸借対照表】
(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,226,879 7,669,640

受取手形及び売掛金 2,395,945 2,185,754

商品 23,240 21,127

貯蔵品 102,024 103,633

繰延税金資産 109,121 98,975

その他 273,296 274,966

貸倒引当金 △3,524 △3,420

流動資産合計 11,126,982 10,350,677

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 381,081 367,941

船舶（純額） 4,112,133 4,763,121

土地 1,435,628 1,435,628

その他（純額） 302,441 538,209

有形固定資産合計 6,231,284 7,104,901

無形固定資産 65,703 65,584

投資その他の資産

投資有価証券 1,719,857 1,785,152

関係会社株式 1,986,330 2,086,386

繰延税金資産 191,167 174,229

その他 1,717,451 1,696,507

貸倒引当金 △78,177 △77,693

投資その他の資産合計 5,536,629 5,664,581

固定資産合計 11,833,617 12,835,067

資産合計 22,960,600 23,185,744
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,050,104 953,004

短期借入金 1,643,670 1,620,337

未払法人税等 290,078 153,084

役員賞与引当金 35,000 17,500

賞与引当金 217,532 216,168

その他 201,455 295,964

流動負債合計 3,437,840 3,256,059

固定負債

長期借入金 67,199 62,031

退職給付引当金 1,195,581 1,149,968

役員退職慰労引当金 389,511 381,690

特別修繕引当金 364,842 391,209

繰延税金負債 161,835 162,125

資産除去債務 2,895 2,916

負ののれん 67,330 61,250

その他 32,606 29,861

固定負債合計 2,281,802 2,241,054

負債合計 5,719,643 5,497,113

純資産の部

株主資本

資本金 500,500 500,500

資本剰余金 75,357 75,357

利益剰余金 15,918,324 16,204,105

自己株式 △40,294 △40,463

株主資本合計 16,453,887 16,739,498

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 185,151 229,044

為替換算調整勘定 △147,084 △48,054

その他の包括利益累計額合計 38,066 180,989

少数株主持分 749,003 768,142

純資産合計 17,240,957 17,688,631

負債純資産合計 22,960,600 23,185,744
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　(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 531,041 612,887

減価償却費 433,848 414,289

負ののれん償却額 △6,877 △6,079

受取利息及び受取配当金 △26,754 △35,526

支払利息 14,049 13,470

持分法による投資損益（△は益） △119,365 △154,894

貸倒引当金の増減額（△は減少） △4,751 △587

退職給付及び役員退職慰労引当金の増減額（△
は減少）

14,771 △53,434

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 12,729 26,367

賞与引当金の増減額（△は減少） △158 △1,364

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,500 △17,500

固定資産売却損益（△は益） △46,202 －

売上債権の増減額（△は増加） 107,869 210,191

たな卸資産の増減額（△は増加） 26,651 503

仕入債務の増減額（△は減少） △111,577 △106,740

未払金の増減額（△は減少） △3,782 32,190

未払消費税等の増減額（△は減少） 18,998 1,536

預り金の増減額（△は減少） 8,983 △24,703

その他の流動負債の増減額（△は減少） 51,303 58,385

その他の流動資産の増減額（△は増加） 65,035 △1,137

その他 3,942 △1,956

小計 952,252 965,899

利息及び配当金の受取額 149,719 188,910

利息の支払額 △14,004 △13,518

法人税等の支払額 △33,008 △286,635

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,054,958 854,656

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △458,785 △1,269,557

有形固定資産の売却による収入 73,000 18,500

定期預金の預入による支出 △4,762,063 △2,914,054

定期預金の払戻による収入 3,550,000 3,759,188

貸付金の回収による収入 2,840 2,840

資産除去債務の履行による支出 △7,607 －

その他の支出 △20,418 △4,079

その他の収入 7,606 22,666

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,615,429 △384,496
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
 至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
 至 平成25年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △8,333

長期借入金の返済による支出 △20,168 △20,168

自己株式の取得による支出 △374 △169

配当金の支払額 △149,041 △149,506

少数株主への配当金の支払額 △1,343 △1,343

リース債務の返済による支出 △2,744 △2,744

財務活動によるキャッシュ・フロー △173,670 △182,264

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △734,142 287,894

現金及び現金同等物の期首残高 3,602,357 2,125,068

現金及び現金同等物の四半期末残高
※ 2,868,214 ※ 2,412,963
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日

至　平成24年９月30日)
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日)

(1) 販売費    

　　　給料手当 90,800千円  88,803千円

(2) 一般管理費    

　　　役員報酬 163,382千円  173,040千円

　　　給料手当 215,875  221,927

　　　役員賞与引当金繰入額 17,500  17,500

　　　賞与引当金繰入額 53,783  53,997

　　　退職給付引当金繰入額 24,960  21,183

　　　役員退職慰労引当金繰入額 12,552  13,279

 

※２ 固定資産売却益の内容は、次のとおりであります。

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日

至　平成24年９月30日)
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日)

船舶 46,202千円  ――――――

 

(四半期連結貸借対照表関係)

１　偶発債務

　　連結子会社以外の会社の銀行借入に対し、債務保証を行っております。

 

前連結会計年度

(平成25年３月31日)
 

当第２四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

双葉船舶㈱ 82,500千円  双葉船舶㈱ 75,000千円

新昌船舶㈱ 66,429  新昌船舶㈱ 57,572

　　計 148,929  　　計 132,572
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

 

前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日

至　平成24年９月30日)
 

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日

至　平成25年９月30日)

現金及び預金 8,008,014千円  7,669,640千円

預入期間が３か月超の定期預金 △5,139,799  △5,256,677

現金及び現金同等物 2,868,214  2,412,963
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 149,347 15.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日

 

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 149,317 15.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日

 

　(2) 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
合計
(注)

曳船事業 旅客船事業
売店・食堂

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 4,532,895 1,354,351 401,436 6,288,683 ― 6,288,683

セグメント間の内部売上高
又は振替高

4,675 31,565 2,271 38,511 △38,511 ―

計 4,537,570 1,385,916 403,707 6,327,194 △38,511 6,288,683

セグメント利益又は損失(△) 284,342 41,441 △8,525 317,258 ― 317,258

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
合計
(注)

曳船事業 旅客船事業
売店・食堂

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 4,530,820 1,428,393 414,412 6,373,626 ― 6,373,626

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,554 34,256 2,297 39,108 △39,108 ―

計 4,533,375 1,462,650 416,709 6,412,734 △39,108 6,373,626

セグメント利益又は損失(△) 306,706 97,861 △3,811 400,756 ― 400,756

(注)　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があ

りません。
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(デリバティブ取引関係)

当社グループ(当社及び連結子会社)は、デリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はあり

ません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 34.21円 43.71円

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額 340,553千円 435,099千円

普通株主に帰属しない金額 ―千円 ―千円

普通株式に係る四半期純利益金額 340,553千円 435,099千円

普通株式の期中平均株式数 9,956,065株 9,954,354株

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

平成25年11月14日

東京汽船株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　山　　下　　和　　俊　　印

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士　　川　　口　　靖　　仁　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東京汽船
株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成25年７月
１日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日まで)に係
る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結貸借対照表、
四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期

連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連
結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの
基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され

る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公
正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東京汽船株式会社及び連結子会社の平成25年９月30日現
在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上
 

 
(注) １ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告書

提出会社)が別途保管しております。
２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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